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予選 Qualifying

年に一度のお祭り、24時間レースがやって来ました！
今年は昨年の悔しさを晴らすぞ！と意気込んで挑みます。

予選は、夕方。
自己ベストタイムを伸ばせるように、前日練習の反省を生かせるよう
に頭の中で繰り返し唱えます。

タイヤを温めて、グリップが一番良いところをしっかり使えるように
組み立てていきます。
4周目には2`07.656を出し、2番手。トップとの差は0,02秒差と僅かな
ものでした。
絶対に1位になってやるんだ と自分を奮い立たせ、大切に走行しま
す。
1コーナー、2コーナーと抜けていくうちに、マイナス表記の秒数が増
えていきます。
1つのコーナーも落とさないようにと緊張しながら走行をしますが、
最終コーナーで少しリアが流れてしまい、一気にマイナス表示のタイ
ムがプラスの方へ…
止まれ！！と思いながらストレートを超えると、０,2秒縮まった
2`07.438。
トップだ！と思いきやその周に別のチームが6秒台を出し、2番手のま
までした。
そこからタイムは伸びず、Eドライバー予選は2番手で終了。
チームは5位からのスタートとなりました。



24時間レース

〈1スティント〉21：00～22：30
スタートは15時から。私のスティントは夜からスタートでし
た。スタートドライバーが順位を上げ、4位へ。
思えば、去年も夜間走行で事件発生。
その事もあり、なにがあっても事故に巻き込まれない、巻き
込まない事を胸に近い、走行をします。
ただ、コースに出ると、何周も走ったことのある富士スピー
ドウェイが別のコースのように見え、不思議な感覚になりま
す。
見えるところを頼りに、そして、他車のライトをしっかり確
認しながら、そして、タイミングよく、NEWタイヤを履かさ
せてもらい、気持ちよく走行します。
安定して入ることもでき、1時間30分のスティントを終え
ピットへ。
次のドライバーにタスキを繋ぎます。

〈2スティント〉4：00～5：30
スタートしてから12時間が経過。チームは順調にバトンを渡
し、4位キープで走行します。
何とかこの順位を守りたい、表彰台へ繋ぎたい。だから何と
しても次に繋げていこうと注意をしながら走ります。
夜も少しずつ明けて、サーキットの空が少しずつ明るくなり、
一部ピンク色になっていく景色が本当に綺麗でした(^^)
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24時間レース

〈3スティント〉10：00～11：00
2スティントを終えると陽の光が差して気持ちがよかった♪
しかし、仮眠して目を覚ますと…雨？
さっきまで全然降ってなかったのに…
でもブリヂストンタイヤのグリップの高さは身をもって知っている
ので、強い気持ちでコースへ。
私のタイミングでは雨も止んでいたのでスリックタイヤでコースイ
ン。
しかし、燃料系トラブルにより走行時間を短くせざるをえず、1時
間で交代しているうちに抜かれてしまい5位にてバトンが繋がれま
した。
順調に走っていましたが、急に雨が降り、ピットインしてウェット
タイヤへ。ただここの判断が間違いで、その後すぐに止んだため、
路面もドライに。ウェットタイヤでの走行は厳しく、タイムが伸び
ず…そのままピットインしてドライバー交代へ

〈4スティント〉13：50～15：00
トラブルで交代が増えたため急遽最後乗ることに！
再び途中で雨が降り、しかも今度は本格的に降ったためウェットタ
イヤへ。最後は順調に走行し、5位にてチェッカー。チェッカーを
受けて、何事もなかったという安堵したと同時に、また表彰台に乗
れなかったという悔しさ、悲しさでいっぱいに。



さいごに

途中まで順調だっただけに、非常に悔しい結果でした。
あと一歩がどうしても遠くて、掴めそうで掴めず、歯がゆい気持ちばかりですが、耐久レースだからこそ、チー
ムで表彰台に乗れたら嬉しさも倍増だと感じています。
一緒に悔しがっててくれる仲間がいるからこそ、一緒に戦える、だからこのチームで表彰台に乗りたい気持ちが
より一層強くなりました。

そして久しぶりのロードスターはとても楽しく、走っている時間もあっという間でした。
どんな車も短時間で特徴を見出し、速く走らせてあげられるように、どこでも勝負が出来るようにまた強くなっ
ていきます。

応援ありがとうございました！



NJK
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